
  

 

 

 

 

 

5 月の朝会での校長先生のお話を掲載します。 

「挨拶が 100％」を目指そう!! 
 

 皆さん、お早うございます。 

 令和６年度の学校生活が始まって、１か月が過ぎました。新しい学年、新しいクラスで

の学校生活を、皆さんは自分なりに充実するように過ごせていますか？ 

 

 きょうは、「『挨拶が 100％』を目指そう!!」というテーマで話をします。 

 

４月５日の始業式での私からの２，３年生への話と、入学式での１年生への話は同じ内

容にしました。それは、令和６年度の一年間、春日台中学校の生徒全員に意識して過ごし

てほしい内容だったからです。 

 

 その話は、「相手に対して思いやりの気持ちをもって接するようにしよう」と思っている

生徒の割合は「94.3％」と高いけれども、私は「94.3％で良いのか？」と思っているという

内容でした。 

 

 「思う」ことは誰にでもできることだと、私は考えています。だから、「相手に対して思

いやりの気持ちをもって接するようにしよう」と思っている生徒の割合が、「100％」にな

ったら良いなと願っています。 

 

 始業式や入学式の話では、そうなるために心掛けてほしいこととして、相手とのコミュ

ニケーションの基盤である挨拶を意識して、春日台中学校を挨拶のあふれる学校にしてい

きましょうということを伝えました。 

 

この１か月、朝の昇降口で、とても良いなと感じる挨拶が増えてきました。朝だけでな

く、休み時間や放課後にも、大きな声で挨拶をしてくれたり微笑みながら挨拶をしてくれ

たりする人が、多くなってきたように感じています。 

 

私が授業中に廊下を歩いているとき、私と目が合うと会釈をしてくれる人もいます。そ

うした時に私は、挨拶は、相手との良い関係を築くために、不可欠のものだと思えるので

す。 

 

 「相手に対して思いやりの気持ちをもって接するようにしよう」と思う生徒の割合が

「100％」になるように、相手との良い関係を築く基盤である挨拶を意識して、「挨拶が 100％」

を合言葉に、挨拶のあふれる学校づくりを皆で目指していきましょう。 
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